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支
部
に
於
け
る
理
組
那
思
想

穂

積

支:

雄

四
日
什
粧
持
思
想
史
を
繕
〈
と
訓
想
郷
物
語
が
で
て
来
る
。
十
u

〈
は
プ
ラ
ト
ー
の
『
共
和
国
』
よ
り
近
〈
は
モ
リ
ス
の
「
無
可

有
郷
使
り
』
に
至
る
ま
で
、
致
へ
来
れ
ば
人
口
に
駒
笑
せ
る
も

の
の
み
で
も
十
指
に
徐
る
。

し
か
し
考
へ
て
み
れ
ぽ
、
人
聞
が
現
欣
に
あ
ま
ん
ぜ
示
、
よ

り
商
き
も
の
へ
の
憧
燥
、
上
り
善
昔
も
の
へ
の
志
向
を
有
す
る

か
ぎ
り
、
そ
し
て
そ
れ
を
何
ら
か
の
方
法
忙
上
り
て
満
た
さ
む

と
す
る
か
ぎ
り
、
そ
と
に
刈
怨
郷
物
語
の
生
れ
る
の
は
あ
た
り

ま
円
で
あ
る
と
云
へ
ょ
う
。
そ
し
て
、
そ
う
考
へ
ら
れ
る
左
ら

ぽ
、
現
想
郷
物
語
は
、
か
友
ら
宇
し
も
問
洋
人
の
頭
に
の
み
宿

る
べ
舎
も
の
で
は
な
く
、
東
洋
人
の
頭
に
も
浮
べ
ら
れ
友
か
っ

た
は
や
は
注
い
で
あ
ら
う
と
忠
は
れ
る
ロ
い
ま
そ
う
云
ふ
ム
う

に
思
考
し
て
そ
れ
を
探
索
し
て
み
る
と
、

b
れ
わ
れ
は
支
那
に

第
五
十
巷

六
五

第
五
雄

五

婚川教授、腕骨皐素描(純替と経済第三是宰D問題D解決の方向に就では、
巻 P.zl以下)参照
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支
那
に
於
け
る
哩
想
郷
思
想

於
て
も
幾
多
の
理
想
郷
物
語
を
見
出
す
と
と
が
で
き
る
よ
う
に

思
ふ
。以

下
、
私
は
し
ば
ら
〈
そ
れ
ら
支
那
忙
生
れ
た
迎
想
郷
物
語

に
就
い
て
考
察
を
試
み
る
で
あ
ら
う
。

支
那
思
想
界
に
於
け
る
輝
け
る
存
在
で
あ
れ

J

、
光
で
燦
と
し

て
寓
世
に
映
ゆ
る
大
拍
車
孔
子
は
、
主
党
理
想
郷
物
語
の
優
れ
た

る
作
者
で
屯
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
、
彼
の
現
想
郷
物

語
は
ど
と
に
ど
う
設
か
れ
て
ゐ
る
か
と
云
へ
ば
、
そ
れ
は
雌
記
、

制
附
遁
世
相
の
犬
同
の
設
に
於
て
見
聞
さ
れ
る
。
阿
〈
、

大
道
之
行
也
。
天
下
鵠
公
。
港
開
買
興
能
。
講
信
修
陸
。
故
人

不
調
親
共
親
。
不
調
子
共
子
。
使
老
有
所
終
。
批
有
所
用
。

幼
有
所
長
。
幹
寡
市
川
稲
庭
疾
者
。

持
有
所
養
。

男
有
分
。

女
有
腕
。
貨
悪
其
棄
於
地
也
。
不
必
菰
於
巴
。
ヵ
恐
共
不
出

於
身
曲
。
不
必
潟
巴
。
是
故
謀
閉
而
不
興
。
洛
編
乱
賊
而
不

作
。
故
外
戸
而
不
閉
。
是
郡
大
同
。

そ
し
て
孔
子
忙
よ
れ
ば
右
の
大
道
の
行
は
れ
る
枇
舎
が
迎
恕

第
五
十
巻

六
五
回

第
五
腕

プ℃

で
、
そ
己
で
は
人
々
天
下
を
公
と
潟
し
、
私

E
替
ま
ぬ
か
ら
躍

の
必
要
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
如
何
せ
ん
現
寅
の
枇
舎
は
大
道

慨
に
隠
れ
て
小
康
の
批
と
化
し
、
そ
と
で
は
人
々
私
を
先
に
す

る
故
鵡
を
以
て
毅
へ
ね
ば
友
ら
ぬ
と
設
か
れ
る
。
だ
か
ら
と
の

大
同
の
枇
舎
は
寅
に
孔
子
自
ら
そ
れ
が
理
畑
山
郷
で
あ
る
己
と
を

認
め
て
居
ら
れ
る
と
一
五
っ
て
よ
い
も
の
と
思
は
れ
る
。

し
か
し
、
理
想
郷
た
る
犬
同
の
世
で
あ
れ
ば
道
を
説
〈
に
及

ば
由
が
、
世
は
小
康
で
あ
る
故
に
道
を
説
か
れ
料
ば
友
ら
一
胞
と
す

る
思
想
は
、
印
ち
、
老
子
の
有
名
た
『
大
道
股
有
仁
義
。
』
の
思

想
に
外
た
ら
由
。
そ
し
て
老
子
の
思
想
は
孔
干
の
思
想
の
7
y

千

テ

I
ゼ
と
し
て
成
立
し
た
も
の
と
併
せ
ら
れ
る
。

ま
た
、

「
人
獅
り
共
親
を
親
と
せ
宇
、
調
り
共
子
を
子
と
せ

営 岡
り 。

、知且
モ 人
れ之
は家
士 去
さ .jiJt
K 共
孔家
子 。

の 腕
墜人
統之

是 E 身
禽つ若
部(，帆『
也"頂:共副
島 二 子 身 人
とが 』 ごJ 之
云排と蹴
ム撃云若
としょ、面見
己 てに J毛

A
Y
L

の
思
想
は
、
即
ち
誤
子
に
於
け
る

『
閉
由
民
兼
愛
。

H

是
無
父
也
。
無
父

ろ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
摂
子
は
そ
の
時
代
出
庭
不
明
で
、

司
馬
遼
は
「
墨
程
宋
之
L

人
夫
。
韮
口
ん
す
禦
。
潟
節
用
。
或
日
蛇
孔

暗記、巻第二十一、理運第九、
老子道徳龍、上縮、十八輩、
題子、容之回、骨愛中、静「五、
孟子、巻六下、』喪主峰羊句下、

)
〉
)
)

E
2
3
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子
時
。
或
回
在
其
後
。
」
と
云
ふ
が
、
孫
討
議
は
『
輿
子
思
同
時
。

生
時
営
杭
共
後
。
斎
生
於
周
定
主
之
初
。
卒
於
安
王
之
末
凸
'
F」

云
ひ
、
孔
子
よ
り
は
後
と
見
る
が
受
賞
の
よ
う
に
忠
は
れ
る
。

そ
う
す
る
と
犬
同
の
思
想
は
、
孔
子
の
後
に
出
で
た
る
撃
者

の
考
へ
方
を
合
む
と
と
に
た
る
。
そ
う
云
ふ
ふ
う
で
、
と
れ
は

後
世
の
偽
作
と
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
で
と
の
迎
想
郷
物
語
は
、
孔

子
の
思
想
と
ず
る
よ
り
も
融
記
開
運
給
に
見
出
さ
れ
る
思
想
と

一
お
ふ
方
が
無
難
で
あ
る
と
せ
ね
ば
た
ら
由
。

孔
子
は
周
末
王
道
漸
〈
微
か
に
し
て
覇
道
徒
ち
に
蔓
る
を
悦

し
、
己
れ
を
匡
救
し
て
先
王
室
美
の
治
に
か
へ
さ
む
と
し
て
仁

義
を
説
〈
の
で
あ
る
が
、
老
子
は
前
述
の
如
く
『
大
道
股
有
仁

義
』
と
云
ひ
、
仁
義
主
以
て
人
錫
と
矯
し
、
須
ら
く
仁
義
を
業

て
て
大
道
に
就
昔
、
宜
し
〈
人
潟
を
去
り
て
自
然

ι師
へ
れ
と

叫
ぴ
、
は
る
か
に
古
代
村
落
共
同
憾
の
無
錫
の
治
宝
世
帯
ム
も
の

の
ご
と
く
、
小
園
寡
民
を
誕
歌
し
て
回
〈
、

小
園
寡
民
。
使
有
什
伯
之
器
而
不
用
。
使
民
重
死
而
不
謹
徒
。

支
那
に
於
け
る
理
想
蜘
思
想

難
有
舟
輿
。
無
所
粟
之
。
雌
有
甲
兵
。
無
所
陳
之
。
使
人
復

結
縄
而
則
之
。
甘
其
食
。
美
共
服
。
安
共
居
。
紫
共
俗
。
相
附

図
利
望
。
難
犬
之
苗
浦
和
問
。
民
至
老
死
。
不
相
往
来
。

し
か
る
に
そ
れ
は
、
司
防
法
が
貨
競
列
停
の
冒
頭
に
於
て
、

『
必
刑
此
錦
務
。
酬
明
}
近
世
。
塗
民
耳
目
。
則
幾
無
行
九
o
』
と
喝

破
し
て
ゐ
る
と
と
"
の
で
あ
る
に
土
り
て
も
、
そ
れ
が
つ
ひ
に
一

の
盟
加
山
口
論
に
終
り
、
従
て
そ
れ
が
一
の
理
組
郷
物
語
に
外
た
ら

ね
と
と
が
わ
か
る
と
忠
ム
。

と
と
る
で
、
老
子
の
と
の
瑚
想
郷
物
語
に
於
て
私
の
興
味
深

〈
感
中
る
と
と
は
、
そ
れ
が
太
古
村
落
共
同
慌
時
代
を
慕
ム
馳

に
於
て
復
古
思
想
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
時
代
を
無
錦
無
飾
で

そ
れ
故
に
黄
金
時
代
と
潟
し
て
自
然
に
腕
へ
れ
と
叫
ぶ
と
と
に

於
て
、
文
明
を
以
て
人
類
円
墜
落
と
在
し
、
自
然
に
師
へ
れ
と

叫
ぶ
ル
ソ

1
と
相
迅
宇
る
も
の
あ
る
を
見
る
と
と
も
に
、
人
類

原
始
の
欣
態

E
以
で
闘
争
朕
態
と
見
る
ト
マ
ス
・
ホ
ッ
プ
ス
や

布

f
と
ま
さ
に
針
瞭
的
立
場
に
玄
っ
と
と
で
あ
る
。

し
か
し
右
の
老
子
の
却
惣
郷
は
記
漣
あ
士
り
忙
簡
素
で
あ
る

が
、
い
ま
そ
れ
を
褒
展
せ
し
む
る
と
、
『
君
主
も
無
〈
政
治
も

第
五
十
巻

第
五
競

七

六
五
五

九

四

十

十

六

第

第
珊

瑚
卿

殖

苛

、

貸

手

章

、

量
、
十
九

、
序
凡
十

四
、
、
二

十
詰
編
百

七
間
下
一

間
子
、
記

史
晶
鯉
臭

、
、
徳
、

遷
譲
道
選

馬
措
子
局

司
孫
老
司

)
)
)
)
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支
那
に
於
け
る
哩
想
郷
思
想

無
〈
、
経
て
戦
争
も
無
ぐ
刑
罰
も
軒
…
〈
、
課
税
も
無
〈
交
通
も

無
き
人
類
の
自
然
状
態
を
想
定
し
、
現
在
の
枇
舎
を
と
こ
に
復

錦
せ
し
め
ん
と
す
る
』
純
生
の
理
想
郷
が
出
て
来
る
。
日
〈

義
古
之
世
。
無
若
無
臣
。
穿
井
而
飲
。
耕
田
而
食
。
日
間
而

作
。
日
入
而
息
。
汎
然
不
繋
。
恢
爾
自
得
。
不
競
不
賛
。
担
…

築
無
辱
。
山
無
際
径
ロ
津
知
…
舟
梁
。
川
谷
不
通
勺
則
不
相
井

粂
。
士
業
不
葉
。
則
不
相
攻
伐
。
是
高
山
県
不
採
。
深
淵
不
漉
。

鳳
驚
棲
息
於
庭
字
。
龍
麟
掌
琳
於
関
池
。
飢
虎
可
履
。
過
蛇

可
執
。
沙
深
而
鴎
烏
不
飛
。
入
林
而
孤
兎
不
驚
。
勢
刺
不
萌
。

耐
飢
不
作
。
干
支
不
用
。
城
地
不
設
。
寓
物
玄
同
。
相
忘
於

透
。
疫
蹴
不
流
。
民
獲
考
終
。
純
白
在
胸
。
機
心
不
生
。
合

鋪
而
照
3

鼓
腹
而
憐
。
共
一
一
目
不
幸
。
共
行
不
飾
。
安
符
褒
赦

M
市
民
財
。
安
得
厳
刑
以
錫
坑
号

四

同
じ
く
老
子
の
川
崎
想
郷
の
思
想
を
護
展
せ
し
む
る
も
の
に
列

干
が
あ
る
。
列
子
を
読
む
と
わ
れ
わ
れ
は
そ
と
に
多
〈
の
理
智

郷
物
語
を
見
出
す
と
と
が
で
き
る
。

第
五
十
巻

第
五
腕

六
五
六

J、

今
乙
己
に
は
中
で
も
有
名
な
も
の
と
し
て
翠
管
氏
の
園
、
列

姑
射
山
、
終
北
国
及
び
古
芥
の
闘
の
記
浦
一
を
あ
げ
る
と
と
に
す

る。
華
膏
氏
之
因
。
在
穿
州
之
西
台
州
之
北
。
不
知
斯
賓
園
幾
千

高
里
。
蓋
非
舟
車
足
力
之
所
及
榊
砕
而
己
。
共
闘
姫
…
師
長
。

自
然
而
巳
。
北
ハ
氏
無
噌
欲
。
自
然
而
巳
。
不
知
紫
生
。
不
知

悪
死
。
故
山
地
…
夫
蕩
。
不
知
親
巳
。
不
知
疏
物
。
故
無
愛
憎
。

不
知
背
逆
。
不
知
向
順
。
故
無
利
害
。
都
無
所
愛
惜
。
都
制
…

所
長
忌
。
入
水
不
溺
。
入
火
不
焼
。
研
縫
無
傷
痛
。
指
樋
無

一
済
臨
加
。
乗
空
如
履
寅
。
疲
鹿
若
底
株
。
雲
霧
不
時
間
共
腕
。
雷

己露

。'"託
其
割憶。
美
悪
イ、

i骨
長与
，し、

Pl 
干子
不
顕
其
歩

可1

:1'1 
而

列
姑
射
山
。
在
海
何
洲
中
。
山
上
有
榊
人
民
的
。
吸
風
飲
録
。

不
食
立
穀
。
心
如
淵
来
。
形
如
庭
女
。
不
俣
不
愛
。
仙
現
矯

不
長
不
怒
。
間
帯
怒
矯
之
使
。

不
施
不
恵
。

之
臣
。

而
物
自

足
。
不
楽
不
飲
。
而
己
無
悠
。
陰
陽
常
調
。

JH
月
常
明
。
四

時
常
若
。
風
雨
常
均
。
字
育
常
時
。
年
割
程
常
盟
。
而
士
無
礼

傷
。
人
無
夫
題
。
物
無
抵
腕
。
鬼
無
霊
響
詩
句

E 、JI'!芹思湖湖思洋東九凡八ek 
頁想

胞

思

市

済耕

八

、

、

合百

T二一一

枇

凹

揮

捕

那

之

帯

情

支

巻

黄

寅

士
)
筒
一
一
一
一

博

I
外
第
事

局
、
、
巻
巷

耐
閉
子
、
、

島
展
朴
子
子

小
の
抱
列
列

9) 
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溜
北
海
之
北
。
不
知
距
費
州
幾
千
寓
車
。
共
闘
名
日
終
北
。

不
知
際
昨
之
所
費
限
。
無
風
雨
霜
露
。
不
生
鳥
獣
晶
魚
草
木

三
類
。
四
方
悉
平
。
周
以
喬
捗
。
営
国
之
中
布
山
。
山
名
宣

領
。
般
若
甑
到
。
頂
有
日
。
欣
君
民
環
。
名
目
滋
穴
。
有
水

湧
出
。
名
臼
刷
所
。
具
過
蘭
棟
。
味
過
限
陣
。

一
源
分
錫
四

持
。
一
日
於
山
下
。
経
掛
一
図
。
亡
不
悉
調
。
土
気
和
。
亡
札

闘
。
人
性
腕
而
従
物
。
不
競
不
争
。
柔
心
而
弱
A
V
。
不
問
明
不

忌
。
長
幼
傍
居
。
不
君
不
臣
。
男
女
裸
説
。
不
媒
不
聴
。
総

水
而
居
。

不
耕
不
稼
。
土
気
消
泊
。
不
純
γ

小
衣
。

死
。
不
天
不
病
。
北
(
民
翠
阜
亡
数
。
有
喜
梁
亡
衰
老
哀
苦
。

百
年
而

共
俗
好
議
相
搭
而
法
議
。
終
日
不
騒
音
。
餓
憾
則
飲
一
岬
波
。

過
則
酔
。
制
服
句
乃
陸
。

津
。
香
気
軽
句
乃
獄
。

汰
浴
紳
凌
。

膚
色
脂

力
士
山
和
平
。

問
極
之
市
隅
有
岡
一
向
。
不
知
境
界
之
所
接
。
名
古
葬
之
図
。

陰
陽
之
気
所
不
交
。
故
寒
暑
亡
緋
。
日
月
之
光
所
不
服
。
故

査
夜
亡
組
問
。
共
民
不
食
不
衣
。
而
多
眠
。
五
句
一
覧
。
以
夢

中
所
錦
者
賞
。
狸
之
所
見
者
妄
。

右
の
中
に
『
水
に
入
る
も
溺
れ
や
、
火
に
入
る
も
焼
け
宇
、

主
那
に
於
け
る
理
想
都
思
蕊

研
揺
す
る
も
傷
痛
無
〈
、
指
樋
す
る
も
済
援
無
し
』
と
か
、

「
人
民
夫
認
知
…
し
し
と
か
、
『
織
ら
守
、
衣
世
、
百
年
に
し
て
死

し
、
天
せ
や
病
ま
や
』
と
か

『
荻
老
兵
苦
亡
し
』
左
左
あ
る

を
読
む
と
き
は
、
守
て
ゴ
ド
ウ
ヰ
ン
に
闘
し
て
「
彼
れ
の
信
、
干

る
所
に
よ
れ
ば
、
人
口
の
増
加
も
必
た
全
く
人
間
の
智
力
に
よ

り
左
右
さ
れ
得
る
に
至
る
も
の
で
あ
っ
て
、
附
附
来
も
し
人
口
の

増
加
を
必
要
と
せ
ざ
る
時
機
が
到
来
す
る
去
ら
ば
、
人
々
は
生

つ殖
にを
至廃
るし
'"、
き 3毛
での
あ 千t
るり
、各

と 人
同 一ー
ム同
σ〉 フウミ

でイ可
あJtL
るも
~l13J不
と夕日
あの
る i長
E て蒜
誌を
ん f五

だ
こ
と
を
想
起
し
て
興
趣
深
き
も
の
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
ぬ
。

E 

以
上
鵡
記
に
見
ほ
れ
た
る
大
同
の
世
に
し
て
も
、
老
子
の
繭

ム
と
と
ろ
の
小
岡
寡
民
に
し
て
も
、
た
る
ほ
ど
浬
怨
郷
物
語
に

は
ち
が
ひ
注
い
が
、
こ
れ
を
商
洋
に
於
け
る
プ
ラ
ト

1
の
共
和

園
以
下
の
理
想
郷
物
語
に
比
す
れ
ば
あ
ま
り
に
も
粗
枝
大
葉
に

失
し
て
日
を
同
う
し
て
談
や
る
を
得
ぬ
白

老
子
の
理
想
郷
は
さ
ら
に
設
展
せ
し
め
ら
れ
は
し
た
が
、
そ

第
五
十
巻

九

月
五
七

第
宜
挽

五一一
頁展量的史白

、
、
畢

五
三
揖

第
帯
植

篇
王
義

同
種
主

揚
岡
本

、
、
費

五一一一、

第
事
士

巻
巷
博

、
、
肇

チ
子
上

列
列
河

13) 
14) 
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支
那
に
骨
け
る
理
想
榔
思
想

の
列
子
に
見
は
れ
た
る
も
の
は
、
あ
ま
り
に
架
震
に
走
せ
て
理

想
郷
物
語
と
云
は
ん
上
り
は
む
し
ろ
紳
偲
談
に
近
〈
、
紳
仙
倖

の
著
者
葛
洪
の
抱
朴
子
に
見
は
れ
た
る
も
の
は
、
か
へ
っ
て
梢

具
酬
四
性
現
貫
味
を
帯
び
る
と
は
云
ふ
も
の
弘
、
た
ほ
西
洋
に
於

け
る
現
想
郷
物
語
の
記
浅
の
詳
細
な
る
に
比
ナ
べ
く
も
た
い
。

し
か
ら
ば
そ
れ
は
何
故
で
あ
ら
う
か
。
し
ば
ら
く
私
の
み
る

と
己
ら
に
よ
れ
ぽ
、
そ
れ
は
、
と
れ
ら
の
思
想
が
生
ま
れ
た
営

時
の
祉
舎
が
、
簡
素
危
機
構
の
上
に
成
立
し
て
居
た
と
云
ふ
己

と
も
さ
る
こ
と
左
が
ら
、
ま
た
老
子
並
に
そ
の
流
を
汲
む
者
の

思
想
は
勿
論
、
犬
同
の
説
と
い
へ

E
も
.
既
忙
眺
め
た
よ
う
に
、

そ
の
根
底
に
は
畑
山
鳩
の
治
の
思
想
が
流
れ
て
ゐ
る
が
、
無
岬
肺
の

治
の
立
場
よ
り
す
れ
ば
枇
舎
は
単
純
で
あ
れ
ば
、
単
純
で
あ
る

ほ
ど
、
そ
れ
だ
け
峨
想
的
で
あ
り
、
従
て
理
想
の
祉
舎
の
罰
遁

は
簡
単
で
あ
る
筈
で
あ
る
、
と
解
し
て
大
し
て
謬
ら
ね
の
で
は

な
い
か
と
田
中
ム
。

し
か
ら
ば
支
那
に
於
て
は
西
洋
に
見
ら
れ
る
よ
う
た
詳
細
を

4
G
く
せ
る
現
想
郷
物
語
は
つ
ひ
に
見
出
す
と
と
が
で
骨
ぬ
?
あ

ら
う
か
と
云
へ
ぽ
、
か
た
ち
ゃ
し
も
そ
う
で
は
一
た
い
の
で
あ
っ

第
五
十
巻

六
五
凡

第
五
観

O 

て
、
少
〈
と
も
わ
れ
わ
れ
は
駅
周
に
土
り
で
そ
れ
を
奥
へ
ら
れ

る
と
息
ム
。

班
聞
は
儒
教
の
信
奉
者
で
あ
る
。
故
に
伎
は
周
室
主
美
の
治

を
誕
歌
し
て
世
を
そ
の
昔
の
朕
態
に
同
ヘ
ナ
己
と
を
現
想
L
」ナ

る
。
従
て
班
固
は
そ
の
朕
態

E
説
い
て
詳
細
を
極
め
、
至
れ
り

輩
〈
せ
り
の
醐
慨
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
さ
に
儒
教
の
創
作
せ
る

倖
設
と
稽
せ
ら
れ
る
と
と
ろ
に
擦
る
も
の
で
、
従
て
そ
の
費
在

せ
し
ゃ
否
や
は
疑
問
の
徐
地
あ
り
、
少
〈
1
C

も
班
固
が
説
い
て

詳
密
を
極
む
る
井
田
町
制
の
如
昔
、

E
れ
が
貫
在
は
今
日
否
定

せ
ら
れ
る
忙
傾
い
て
ゐ
る
の
を
見
て
も
思
ひ
半
ぽ
に
過
ぐ
る
も

の
が
あ
る
と
云
へ
ょ
う
。
か
り
に
周
の
捷
時
に
は
そ
の
よ
う
悲

欺
態
が
賓
在
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
と
と
は
そ
れ
を
説
〈
班
国

の
時
代
に
そ
れ
が
寅
在
す
る
と
と
に
は
な
ら
や
、
班
同
の
時
代

忙
そ
れ
が
賓
在
せ
ぬ
以
上
は
、
班
同
の
熱
望
が
如
何
に
強
〈
と

も
、
そ
れ
は
一
筒
の
理
想
郷
物
語
で
た
け
れ
ば
な
ら
自
己
と
に

な
る
て
と
云
ふ
ま
で
も
泣
い
と
己
ろ
に
属
す
る
が
、
忠
ム
に
そ

の
よ
う
た
扶
態
は
班
闘
の
時
代
に
於
て
も
賓
現
の
可
能
性
は
殆

E
た
か
っ
た
と
考
へ
ら
れ
、
少
く
と
も
結
局
そ
れ
が
寅
現
し
た



か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
可
能
性
の
論
詮
の
手
が
か
り
が

無
い
と
と
だ
け
は
確
で
あ
る
と
云
へ
る
の
で
は
在
い
か
と
思
は

れ
る
。
だ
か
ら
班
固
の
重
〈
周
室
主
美
の
治
の
般
態
は
一
円
浬

想
郷
物
語
た
ら
ざ
る
を
得
ぬ
と
云
ふ
と
と
に
友
ら
ね
ぽ
怒
ら
ね

と
云
へ
る
か
と
息
ふ
。
か
〈
て
そ
れ
を
一
箇
の
理
想
郷
物
語
と

す
れ
ば
、
己
の
理
想
郷
物
語
E
そ
は
前
遁
の
如
ぐ
ま
と
と
に
就

い
て
詳
密
を
叡
め
、
且
そ
れ
は
具
開
的
且
現
質
的
で
あ
る
鮪
忙

於
て
上
掲
の
諸
物
語
と
比
肢
を
絶
し
て
、
芭
に
西
洋
比
於
け
る

開
相
出
郷
物
語
と
比
肩

L
得
る
と
震
ナ
一
を
坤
か
ら
ぬ
か
と
思
は
れ

る。殖
1i.草耳圧じ
に岡か
於のら
て正昭ぽ
も想そ
見郷れ
間物は
す語い
と L土古ミ
とそに
がのそ
で捜ろ
きずあ
るるる
泊三と古〉
、と

~16) ろ

に の
そ市!
の漢
食書
貨の
志貨

に
見
附
さ
れ
る
も
の
に
於
で
詳
細
を
樹
む
る
か
ら
、
己

E
に
そ

れ
を
引
け
ぽ
次
の
ご
と
〈
で
あ
る
。
日
〈
、

聖
王
域
民
築
城
郭
以
屑
之
。
制
鹿
井
以
均
之
。
開
市
躍
以
通

之
。
設
庫
序
以
敬
之
。
士
農
工
商
四
民
有
業
。
皐
以
居
住
日

士
。
闘
土
瀬
穀
同
農
。
作
巧
成
器
日
工
。
遁
財
閥
南
貨
同
商
。

支
那
に
於
げ
る
理
想
臨
思
想

聖
王
量
熊
授
事
。
四
民
陳
力
受
職
。
故
朝
亡
陵
官
。
邑
ー
亡
殻

民
。
地
亡
瞭
土
。
現
民
之
道
品
川
著
潟
本
。
故
必
建
歩
立
晦
正

晦
百
規
夫
。
夫
三
潟

共
経
界
。
六
パ
矯
歩
。
歩
百
矯
晦
。

屋
。
屋
三
筒
井
。
井
方
一
旦
是
潟
九
夫
。
八
家
共
之
。
各
受

私
回
百
晦
公
団
十
晦
。
是
震
八
百
八
十
晦
ョ
齢
三
十
晦

3

以

矯
盛
舎
。
出
入
相
友
。
守
由
主
相
助
。
疾
病
則
救
。
民
是
以
和

睦
而
教
化
賛
同
。
カ
役
生
産
可
符
而
平
也
。
民
受
回
。
上
回

夫
百
晦
。
中
間
夫
三
百
晦
。
下
回
夫
=
一
一
白
晦
。
歳
耕
程
者
調
胸

不
易
上
回
。
休
一
歳
者
潟
一
易
中
制
。
休
一
一
環
者
錦
再
易
下

問
。
-
一
一
歳
更
耕
之
。
自
愛
共
底
。
農
民
戸
人
己
受
回
。
北
山
家

衆
男
錦
絵
夫
。
亦
以
口
受
岡
如
比

9

士
工
商
家
受
図
。
五
口

乃
営
農
夫
一
人
。
此
調
平
土
可
以
潟
法
者
也
。
若
山
林
薮
四
時

原
皮
津
商
之
地
。
ん
行
以
肥
競
多
少
潟
差
。
有
賦
有
税
。
税
調

会
凹
什
一
及
工
商
術
虞
之
入
也
。

賦
共
車
馬
甲
兵
士
徒
之

役
。
充
貫
附
席
賜
予
之
用
。
校
給
郊
一
世
-
品
開
百
紳
之
紀
。
天

子
孝
養
百
官
職
食
庶
事
之
費
。

民
年
二
十
受
因
。
六
十
郎

問
。
七
十
以
上
上
所
養
也
。
十
歳
以
下
上
所
長
也
。
十
一
以

上
上
所
担
山
由
。
種
穀
必
雑
五
種
。
以
備
災
害
。
田
中
不
得
有

傍
五
十
巻

六
五
九

第
五
競

拙稿、前漢書賃殖惇に見ほれたる組関思想、本誌、第四十九巻、第四抗、頁、
七八一八0、参照。
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支
那
に
於
け
る
理
想
鵡
思
想

樹
朋
妨
五
穀
。
力
耕
数
転
収
穫
如
冠
盗
之
至
。
選
出
血
樹
桑
。

茶
一
茄
有
院
。
瓜
弧
臭
旗
殖
於
彊
日
却
。
難
豚
狗
歳
俳
失
共
時
。

女
侍
綴
織
の
則
五
十
可
以
衣
吊
。
七
十
可
以
食
肉
。
在
埜
日

出血
Q

在
邑
円
塁
。
五
家
潟
郷
。
丘
制
剛
錫
里
。
四
里
矯
族
。
五

族
錦
党
。
五
者
h
岬
州
。
五
州
潟
郷
。
郷
寓
二
千
五
百
戸
也
。

郷
長
位
下
士
。
白
此
以
上
粕
登
一
級
。
至
郷
而
一
筋
卿
也
。
於

里
有
序
。

而
郷
有
序
。

序
以
明
数
。
芹
則
行
雄
。

而
腕
化

語
。
春
令
氏
畢
出
衣
笠
。
各
則
畢
入
於
邑
。
共
詩
日
。
四
之

日
感
止
。
同
我
婦
子
。
後
彼
南
晦
O

M

入
日
。
十
月
蜂
蝉
。
入

我
休
下
。
控
我
婦
子
。
章
潟
改
歳
。
入
此
宝
庭
。
所
以
順
陰

陽
備
冠
賊
習
幽
丈
也
。
春
秋
山
川
氏
。
旦
膏
平
旦
坐
於
右
塾
。

師
伸
長
坐
於
左
塾
。
畢
同
然
後
跡
。
タ
亦
如
之
。
入
者
必
持
薪

株
。
軽
重
相
分
。
班
白
不
抜
撃
。
b
A
r

民
銃
入
。
婦
人
同
巷
u

相
従
夜
頼
。
女
工
一
月
得
四
十
五
日
。
必
相
従
者
。
所
以
省

費
燥
大
同
巧
拙
而
合
習
俗
也
。
男
女
有
不
得
共
用
者
。
図
相

興
歌
詠
。
各
一
一
品
共
傷
。
是
月
徐
子
亦
在
子
序
室
。
八
蔵
入
小

型
。
墜
六
甲
五
方
書
計
之
事
。
始
知
安
家
長
幼
之
節
。
十
五

入
大
事
。
皐
先
聖
鵡
換
。
而
知
朝
廷
君
原
之
躍
。
共
布
秀
周
到

第
五
十
巻

六
六

O

第
五
挽

者
。
移
郷
息
子
庫
序
。
序
序
之
異
者
。
移
岡
山
間
中
子
少
事
。
諸

侯
歳
貢
。
少
山
崎
千
之
具
者
。
於
一
λ
子
製
子
大
間
申
。
命
日
法
士
。

行
同
能
偶
則
別
之
以
射
。
然
窪
田
命
薦
。
京
春
之
月
。
撃
屑

者
勝
散
。
行
人
掠
木
鐸
絢
子
路
。
以
采
詩
献
之
大
師
。
比
共

音
律
。
以
開
於
天
子
。
敢
日
。
王
者
不
窺
脇
戸
而
知
天
下
。

此
先
王
制
土
庭
民
官
而
敬
之
之
大
略
也
。

説
き
来
り
説
会
d

去
る
と
と
る
、
↓
=
日
々
何
士
芯
く
経
闘
の
大
文

学
に
し
て
、
ま
と
と
に
一
大
偉
槻
た
る
を
失
は
ぬ
と
忠
ふ
が
、

い
ま
と
れ
を
要
約
す
れ
ば
、
即
ち
上
に
聖
王
在
り
て
下
寓
民
主

撫
育
す
る
、
高
民
は
ー
で
農

τ商
忙
分
か
れ
、
各
そ
の
分
を
寵
く

ナ
、
但
し
、
地
著
が
迎
民
の
本
と
せ
ら
れ
る
が
故
に
、
土
地
は

閑
有
に
風

L
、
と
れ
を
各
人
に
平
等
公
平
に
配
分
し
、
各
人
を

し
て
平
等
の
出
護
知
比
立
た
せ
る
、
働
く
能
力
あ
る
者
は
ま
た

働
〈
義
務
あ
る
者
で
、
そ
の
生
産
の
産
果
は
互
に
交
換
し
て
有

無
相
泊
じ
、
長
短
相
補
ひ
、
以
で
経
済
生
活
を
全
う
す
る
、
そ

し
て
人
々
は
隣
里
郷
漢
を
形
成

L
、
長
幼
序
を
正
し
、
相
互
扶

助
、
相
親
陸
し
、
共
同
動
作
、
土
く
能
率
を
高
め
、
又
切
錐
ば

薦
、
そ
の
向
上
を
務
め
る
と
と
も
に
、
他
方
摩
序
を
設
け
て
教

班困、前E聖書、二十四、食貨第四、上。17) 



化
を
計
る
も
の
で
あ
る
と
潟
す
を
え
よ
う
か
。

そ
し
て
、
と
の
班
闘
の
『
先
王
制
土
慮
民
宮
町
教
之
之
大
崎

也
』
と
し
て
記
述
せ
る
と
と
ろ
の
も
の
は
賓
に
班
闘
が
詩
書
諭

諸
説
子
等
儒
教
の
創
刊
典
と
せ
ら
れ
る
と
と
ろ
の
も
の
よ
り
、
上

代
至
治
の
制
を
伺
は
し
む
る
に
足
る
と
思
は
れ
る
も
の
を
援
用

し
て
、
以
て
そ
の
時
代
主
限
前
に
計
制
御
せ
し
め
む
と
す
る
も
の

で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
い
ま
経
済
史
が
個
々
の

事
寅
E
探
究
検
討
す
る
の
は
結
局
に
於
て
、
時
代
主
脈
持
つ
具

閥
的
左
且
つ
全
面
的
友
作
布
に
於
て
眺
め
、
そ
し
て
か
L

る
具

閥
的
危
枇
舎
が
縫
質
し
て
行
く
過
程
を
ま
た
具
般
的
に
、
且
つ

全
面
的
危
闘
係
に
於
て
眺
め
る
に
在
る
も
の
と
解
ナ
ペ
き
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
班
闘
の
右
の
記
述
に
於
て
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
さ

に
経
済
史
上
の
一
大
業
績
を
見
る
ぺ
雪
筈
で
あ
る
が
、
班
聞
に

於
け
る
資
料
の
検
討
不
充
分
と
云
ふ
弱
貼
の
た
め
に
、
と
の
大

文
字
が
遂
に
一
の
現
想
郷
物
語
以
外
の
何
物
で
も
た
い
と
一
式
ふ

こ
と
を
否
定
で
き
む
の
は
、
惜
し
み
て
も
徐
り
あ
る
気
が
す

る。

支
那
に
於
け
る
理
想
郷
思
想

占，、

-
以
上
私
は
支
那
に
於
け
る
現
想
郷
物
語
に
就
い
て
い
さ
さ
か

伺
ム
と
己
ろ
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
支
那
に
於
け
る
理
想
郷
物

語
は
か
な
ら
や
し
も
右
に
つ
き
る
の
で
は
左
い
。
例
へ
ば
閉
山
子

の
乗
愛
交
利
の
枇
舎
の
と
と
き
は
明
に
川
崎
畑
山
郷
物
語
と
併
す
ペ

青
で
あ
り
、
陶
淵
明
の
有
名
な
寸
桃
花
源
記
』
の
ご
と
き
も
、

仙
川
趣
を
異
に
し
、
い
さ
さ
か
わ
が
五
ケ
の
庄
を
幽
幻
化
せ
る
に

へ似
上 tc
うる
。も

さ
ら 矢
に張
守 主
てた

財一
部の
先湖
生 32l
古t 控F
紹物
介言語
せ?と
らu、る
れ eを

た失
己』ヨ:
と Hユ
グ〉と

あ 云

る
白
禁
天
の
長
詩
朱
陳
村
の
ご
と
き
も
、

と
れ
ま
た
瑚
想
郷

物
語
の
範
時
に
嵐
せ
し
め
る
を
う
る
の
で
は
友
い
か
と
思
は
れ

る。
向
、
支
那
に
於
け
る
理
想
郷
物
語
を
伺
っ
た
わ
れ
わ
れ
は
更

忙
進
ん
で
東
西
川
想
郷
物
語
の
比
較
論
に
進
む
ぺ
昔
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
他
の
機
舎
に
譲
り
、
本
稿
は
一
先
づ
と
の
へ
ん
で

(
昭
和
十
五
年
一
一
一
月
三
十
一
日
)

築
主
捌
く
。

第
五
十
巻

六
六

第
五
親

財部部泊博士、支部D 世骨成層、本誌、第四十八巻、頁一八八、多j開。，8) 




